
Ｈ２７．１０．２０現在（再掲事業除く）

　※最終版は再掲事業を入れるとともに、パッケージ内の事業名は出しません。
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市民の声「除雪依頼」件数（現状値1,199件⇒Ｈ３１年度

950件）

「授業がよくわかると答えた児童の割合（小学校）（現状値

75.85%⇒H31年度90%）
製造品出荷額（現状値1,649億円⇒H31年度1,700億円）

地域版介護予防教室延べ参加者数（現状値6,090人⇒H31年

度13,000人）

暮らしやすいと感じる市民割合（現状値50.9％⇒H31年度
52.5%）

「授業がよくわかると答えた児童の割合（中学校）（現状値
67.85%⇒H31年度80%）

観光入込客数（現状値7,447,800人⇒H31年度7,820,000人）
老壮大学学生数（選科生）（現状値248人⇒H31年度250
人）

ファミリーサポートセンター提供会員数（現状値137人⇒

H31年度200人）
宿泊客延数（現状値783,000人⇒H31年度820,000人） 防災体制整備率（現状値38%⇒H31年度100%）

新規学卒者の採用割合（現状値43.6%⇒H31年度45%） 新規起業数（現状値42件⇒H31年度70件） 町内会加入世帯率（現状値75.16%⇒H31年度77%）

基本目標 カテゴリ

Ⅰ 子育て・教育 定量 婚姻率（人口千対）（現状値3.6⇒H31年度4.1） ■ＩＣＴ教育促進事業

子育て世代をはじめ、 合計特殊出生率（現状値1.12⇒H31年度1.256） □「樽っ子学校サポート」関係事業

すべての居住者に優しい 「授業がよくわかると答えた児童の割合（小学校）（現状値

75.85%⇒H31年度90%）
□音読推進事業

生活利便性の向上 「授業がよくわかると答えた生徒の割合（中学校）（現状値

67.85%⇒H31年度80%）
□「小樽イングリッシュキャンプ」関係事業

乳児家庭全戸訪問事業（現状98.1%⇒H31年度98.2%） □スクールライブラリー便事業

定性 家庭生活で男女平等となっていると思う人の割合（現状値
（H23年市民意識調査）26.2%⇒H31年度43%）

■保育環境整備事業

□ファミリーサポートセンター事業

□地域子育て支援センター事業

□母子保健推進事業

・妊婦健康診査

・乳幼児健康診査

□こんにちは赤ちゃん事業

□乳幼児医療助成事業

□男女共同参画施策事業

基本ニーズ・住居 定量 市営住宅の建替・改善の実施棟数（現状値18棟⇒H31年度48棟） □市営住宅改善・建替事業

移住・定住に関する問合せ件数（現状値52件⇒Ｈ３１年度100件） ■起業者定住促進事業

交通事故件数（現状値213件⇒H31年度180件） ・商業起業者定住促進事業費

空家率（現状値17.6%⇒H31年度15.5%） ■移住促進事業

市民の声「除雪依頼」件数（現状値1,199件⇒Ｈ３１年度950件） ・移住促進事業経費

地域公共交通確保対策事業の活用件数（現状値2件⇒Ｈ３１年度4件） ・空家実態調査事業費

定性 暮らしやすいと感じる市民割合（現状値50.9％⇒H31年度52.5%）・移住促進プロモーション映像制作事業費

市民の定住志向（現状値68.5%⇒H31年度70%） □交通事故防止啓発事業

□空き家対策事業

□除雪事業

□街路防犯灯LED化推進事業

□後志地域生活交通確保対策事業費補助事業

健康 定量 特定健診受診率（現状値15.5%⇒H31年度40.0%） □おたる運河ロードレース実行委員会補助事業 □特定健康診査等事業

がんの標準化死亡比（男）（現状値118.7⇒H31年度117.1） □各種がん検診事業

がんの標準化死亡比（女）（現状値112.1⇒H31年度109.3） □地域包括支援センター運営事業
地域版介護予防教室延べ参加者数（現状値6,090人⇒H31年度
13,000人） □地域住民グループ支援事業

定性 医療体制や保健予防対策に対する満足度（現状値5.3%⇒H31
年度6%） □老壮大学運営費補助

自然や地域 定量 防災体制整備率（現状値38%⇒H31年度100%） ■消防団活動支援事業

とのつながり 町内会加入世帯率（現状値75.16%⇒H31年度
77%） □救急等広報資器材整備事業

定性 市政に対する市民要望等があまり反映されていないと感じる市

民の割合（現状値42.9%⇒H31年度40.0%）
□避難支援事業

□避難所機能強化事業

■地域コミュニティ活動支援事業

・町内会館等建設助成金

・快適な環境づくり運動経費

□総連合町会補助事業

□銭函市民センター施設関係事業

Ⅱ 定量 一人当たり市民所得（現状値2,000千円⇒H31年度2,200千円） ■地元定着を目指す人材育成事業 ■「小樽の硝子」ブランド力強化事業

小樽の強みを活かした 実質市内総生産（産業）（現状値340,180百万円⇒H31年度

360,000百万円）
・高校生就職スキルアップ支援事業費 ・地場産品導入促進事業費

産業振興と、 新規起業数（現状値42件⇒H31年度70件） ・女性・若年者の地元定着を目指した人材育成事業費 ・小樽がらす市実行委員会補助金

新たな人の流れの創出 新年度の採用予定がある事業所の割合（現状値32.2%⇒H31

年度35%）
■「小樽産品」ものづくり・販路拡大支援事業

新規学卒者の採用割合（現状値43.6%⇒H31年度45%） ・技術開発促進事業費

観光入込客数（現状値7,447,800人⇒H31年度7,820,000人） ・ものづくり市場開拓支援事業費

定性 ・小樽産品商品力・販売力向上事業費

・「小樽産品」販路拡大支援事業費

・海外販路拡大支援事業費

■小樽港物流促進プロジェクト

■企業立地促進事業

・企業立地トップセミナーフォローアップ事業費

・企業誘致促進事業費

・札幌臨海小樽・石狩地域産業活性化協議会負担金

・設備投資動向調査事業費
■国内外観光客誘致推進事業

・観光ポスター等制作事業費

・観光宣伝費（宣伝物製作等経費）

・観光広告プロモーション事業費補助金

・国内外観光客誘致実行委員会補助金

・東アジア圏等観光客誘致広域連携事業費補助金

・宿泊客誘致事業費補助金

・定住自立圏構想推進経費

■国内外観光客受け入れ環境整備事業

・観光案内所運営費交付金

・小樽国際インフォメーションセンター運営費交付金

・外国語通訳配置支援事業費補助金

・移動式Wi-fi環境整備事業費

■新たな魅力づくりによる観光振興事業

・小樽ショートフィルムセッション開催補助金

・小樽kawaiiティーパーティー実行委員会補助金

・小樽あんかけ焼そば親衛隊観光ＰＲ補助金

・歴史的建造物保全及び景観地区内建造物修景等事業費助成金

■創業支援事業

■水産物ブランド化推進事業

■まちなか観光にぎわいづくり事業

－ 定量 他市町村との広域連携事業数（現状値14回⇒H31年度21開） □海外販路拡大支援事業（連携事業分） □三市区連携事業
広域連携事業参加企業数（現状値　　社人⇒H31年度
社）

□地域経済交流促進事業費補助事業 □定住自立圏構想推進事業

□小樽産品商品力・販売力向上事業

□小樽港クルーズ推進事業

□東アジア圏等観光客誘致広域連携事業費補助事業

雇用・ライフスタ
イル

Ⅲ
札幌圏や北しりべし・後
志地域における、広域的
な連携の推進
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幸福度ＫＰＩ 具体的施策

「小樽市総合戦略」における
基本目標・施策パッケージ指標

男性が育児休業を取ることは家族として当然であると思う人の

割合（現状値（H23年市民意識調査）34..4%⇒H31年度
45%）

観光に関する満足度（非常に満足＋やや満足している割合）
（男性現状値90.8%⇒H31年度90.8%、女性現状値91.7%⇒
H31年度91.7%）

小樽への再訪の意思（男性現状値90.8%⇒H31年度90.8%、
女性現状値92.4%⇒H31年度92.4%）
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